
(57)【要約】

【課題】各伝送路区間の切替スイッチの切替動作が高速

でなくても、無瞬断の信号を受信端に伝送できる複数系

統伝送方式を提供することである。

【解決手段】複数系統の伝送路１，２の各伝送路区間ａ

，ｂ，・・・，ｎには、それぞれ切替スイッチ３ａ，３

ｂ，・・・，３ｎ、および回線障害検出装置４ａ，４ｂ

，・・・，４ｎが設けられ、各回線障害検出装置からの

回線障害情報１０は集中監視制御装置６に集められる。

該集中監視制御装置６は回線障害の発生を認識すると、

該当する伝送路区間の切替スイッチに制御信号を送る。

これにより、該切替スイッチは健全な側の伝送路からの

信号を次段の伝送路区間の複数系統に分岐する。受信端

には無瞬断切替装置５が設けられているので、切替スイ

ッチの切替動作が高速でなくても、無瞬断の信号を受信

端に伝送できるようになる。また、このため、回線切替

の制御部の設計を簡易化することができる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
複 数 系 統 の 伝 送 路 を 介 し て 信 号 を 受 信 端 に 伝 送 す る 複 数 系 統 伝 送 方 式 に お い て 、
前 記 複 数 系 統 の 伝 送 路 の 各 伝 送 路 区 間 に 設 け ら れ た 伝 送 路 切 替 ス イ ッ チ と 、
前 記 受 信 端 に 設 け ら れ 、 前 記 複 数 系 統 を 伝 送 し て き た 信 号 が 入 力 す る 無 瞬 断 切 替 装 置 と を
具 備 し 、
前 記 伝 送 路 区 間 に 障 害 が 発 生 し た 時 に 、 障 害 伝 送 路 区 間 の 受 信 端 に 向 か っ て 直 近 に 位 置 す
る 伝 送 路 切 替 ス イ ッ チ が 健 全 な 側 の 伝 送 路 か ら の 信 号 を 次 段 の 伝 送 路 区 間 の 複 数 系 統 に 分
岐 す る こ と を 特 徴 と す る 複 数 系 統 伝 送 方 式 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 複 数 系 統 伝 送 方 式 に お い て 、
前 記 複 数 系 統 の 伝 送 路 の 障 害 を 検 出 す る 障 害 検 出 装 置 と 、
該 障 害 検 出 装 置 か ら の 検 出 情 報 を 受 信 し 、 伝 送 路 障 害 の 判 定 を す る 集 中 監 視 装 置 と を さ ら
に 具 備 し 、
前 記 集 中 監 視 装 置 は 伝 送 路 障 害 と 判 定 し た 時 に 、 前 記 伝 送 路 切 替 ス イ ッ チ に 制 御 情 報 を 送
出 す る こ と を 特 徴 と す る 複 数 系 統 伝 送 方 式 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 複 数 系 統 伝 送 方 式 に お い て 、
前 記 集 中 監 視 装 置 は 回 線 障 害 の 回 復 を 検 知 し た 時 に は 、 前 記 伝 送 路 切 替 ス イ ッ チ に 制 御 信
号 を 送 り 、 前 記 障 害 伝 送 路 区 間 を 正 常 時 の 伝 送 路 区 間 に 戻 す よ う に す る こ と を 特 徴 と す る
複 数 系 統 伝 送 方 式 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 複 数 系 統 伝 送 方 式 に お い て 、
前 記 障 害 検 出 装 置 に よ る 障 害 の 検 出 方 法 お よ び 検 出 内 容 は 、 前 記 無 瞬 断 切 替 装 置 と は 無 関
係 に 設 定 で き る こ と を 特 徴 と す る 複 数 系 統 伝 送 方 式 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ２ な い し ４ の い ず れ か に 記 載 の 複 数 系 統 伝 送 方 式 に お い て 、
前 記 伝 送 路 の 障 害 の 検 出 速 度 お よ び 前 記 送 路 切 替 ス イ ッ チ の 動 作 速 度 は 、 前 記 無 瞬 断 切 替
装 置 の 動 作 速 度 に 比 べ て 、 高 速 で あ る 必 要 が な い こ と を 特 徴 と す る 複 数 系 統 伝 送 方 式 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 複 数 系 統 伝 送 方 式 に 関 し 、 特 に 独 立 し た 複 数 系 統 伝 送 路 か ら の 伝 送 信 号 を 無 瞬 断
切 替 装 置 に よ り シ ー ム レ ス に 切 り 替 え る 場 合 に お い て 、 伝 送 路 の 回 線 稼 働 率 の 低 下 を 防 止
で き る よ う に し た 複 数 系 統 伝 送 方 式 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
高 信 頼 性 を 目 的 と し た 映 像 信 号 の ２ 重 化 伝 送 に お い て は 、 同 一 映 像 信 号 を ２ 本 の 経 路 に 分
け て 伝 送 し 、 受 信 側 で は そ れ ら の ２ 系 統 の 映 像 を 監 視 す る も の が あ る 。 図 ３ は 、 該 ２ 重 化
伝 送 方 式 の 従 来 例 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 示 さ れ て い る よ う に 、 送 信 端 装 置 ３ ０ か ら 送 り 出 さ れ た 映 像 信 号 は ２ つ に 分 岐 さ れ 、 一
方 の 映 像 信 号 は 伝 送 路 ３ １ ａ ， ３ １ ｂ ， ・ ・ ・ ， ３ １ ｎ か ら な る 第 １ 経 路 、 他 方 の 映 像 信
号 は 伝 送 路 ３ ２ ａ ， ３ ２ ｂ ， ・ ・ ・ ， ３ ２ ｎ か ら な る 第 ２ 経 路 を そ れ ぞ れ 伝 送 さ れ 、 受 信
側 に 設 け ら れ た 無 瞬 断 切 替 装 置 ３ ３ に 入 力 す る 。 該 無 瞬 断 切 替 装 置 ３ ３ は 、 該 ２ 本 の 経 路
の い ず れ か に 障 害 が 発 生 し た 場 合 に は 、 こ れ を 察 知 し 、 ス イ ッ チ を 切 り 替 え て 正 常 な 経 路
を 無 瞬 断 で 選 択 す る 。 そ の 結 果 、 受 信 端 装 置 ３ ４ に は 、 常 に 正 常 な 映 像 信 号 が 供 給 さ れ る
こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
次 に 、 図 ４ は 、 該 ２ 重 化 伝 送 方 式 の 他 の 従 来 例 を 示 す も の で あ る 。 こ の 方 式 で は 、 伝 送 経
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路 は 、 伝 送 路 区 間 ａ ， ｂ ， ・ ・ ・ ， ｎ か ら な り 、 各 伝 送 路 区 間 、 例 え ば 伝 送 路 区 間 ａ は 、
第 １ 伝 送 路 ４ １ ａ 、 第 ２ 伝 送 路 ４ ２ ａ お よ び 切 替 ス イ ッ チ ４ ３ ａ か ら 構 成 さ れ て い る 。 他
の 伝 送 路 区 間 ｂ ， ｃ ， ・ ・ ・ ， ｎ も 、 該 伝 送 路 区 間 ａ と 同 様 の 構 成 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の ２ 重 化 伝 送 方 式 で は 、 通 常 は 各 切 替 ス イ ッ チ ４ ３ ａ ， ４ ３ ｂ ， ・ ・ ・ ， ４ ３ ｎ は 、 例
え ば 図 示 さ れ て い る よ う に 各 伝 送 路 区 間 に お い て 第 １ 伝 送 路 ４ １ ａ ， ４ １ ｂ ， ・ ・ ・ ， ４
１ ｎ を 選 択 し て い る が 、 例 え ば 伝 送 路 区 間 ｂ の 第 １ 伝 送 路 ４ １ ｂ に 障 害 が 発 生 し た と す る
と 、 切 替 ス イ ッ チ ４ ３ ｂ は 点 線 で 示 さ れ て い る よ う に 正 常 な 第 ２ 伝 送 路 ４ ２ ｂ を 選 択 す る
よ う に 切 り 替 わ る 。 こ の 結 果 、 伝 送 路 区 間 ｂ は 正 常 な 映 像 信 号 を 次 段 の 伝 送 路 区 間 に 伝 送
で き る よ う に な り 、 受 信 端 装 置 で は 正 常 な 映 像 信 号 を 継 続 し て 受 信 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ こ で 、 図 ３ 、 図 ４ の 各 伝 送 方 式 の 回 線 信 頼 度 を 求 め る と 次 の よ う に な る 。 ま ず 、 図 ３ の
も の で は 、 伝 送 路 一 区 間 一 系 統 の 信 頼 度 、 す な わ ち 伝 送 路 ３ １ ａ ， ３ １ ｂ ， ・ ・ ・ ； ３ ２
ａ ， ３ ２ ｂ ， ・ ・ ・ の そ れ ぞ れ の 信 頼 度 を Ｒ ｌ ｉ ｎ ｅ と す る と 、 ２ 重 化 伝 送 路 全 体 の 信 頼
度 Ｒ ｓ ｕ ｍ は 次 の （ １ ） 式 の よ う に な る 。 な お 、 該 （ １ ） 式 に お い て 、 ｎ は 伝 送 路 区 間 数
で あ る 。
Ｒ ｓ ｕ ｍ 　 ＝ １ － （ １ － Ｒ ｌ ｉ ｎ ｅ

ｎ ） ２ 　 ・ ・ ・ （ １ ）
【 ０ ０ ０ ７ 】
一 方 、 前 記 図 ４ の も の で は 、 一 伝 送 路 区 間 、 例 え ば 伝 送 路 区 間 ａ の 回 線 信 頼 度 Ｒ は 次 の よ
う に な る 。
Ｒ ＝ １ － （ １ － Ｒ ｌ ｉ ｎ ｅ ） ２

し た が っ て 、 図 ４ の ２ 重 化 伝 送 路 全 体 の 信 頼 度 Ｒ ’ ｓ ｕ ｍ は 次 の （ ２ ） 式 の よ う に な る 。
Ｒ ’ ｓ ｕ ｍ ＝ Ｒ ｎ ＝ ｛ １ － （ １ － Ｒ ｌ ｉ ｎ ｅ ） ２ ｝ ｎ 　 ・ ・ ・ （ ２ ）
前 記 Ｒ ｓ ｕ ｍ と Ｒ ’ ｓ ｕ ｍ と を 比 較 す る と 、 Ｒ ｓ ｕ ｍ ＜ Ｒ ’ ｓ ｕ ｍ と な り 、 図 ４ の 方 式 の
方 が 回 線 信 頼 度 が 大 き い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
さ て 、 図 ４ の 方 式 を 実 現 す る た め に は 、 各 切 替 ス イ ッ チ ４ ３ ａ ， ４ ３ ｂ 、 ・ ・ ・ 毎 に 回 線
障 害 検 出 装 置 お よ び ス イ ッ チ 制 御 装 置 等 の 回 線 切 替 制 御 部 を 設 け る 必 要 が あ り 、 伝 送 路 に
障 害 が 起 き て も 障 害 の な い 健 全 な 信 号 を 受 信 端 装 置 ３ ４ に 供 給 し 続 け る た め に は 、 該 回 線
切 替 制 御 部 お よ び 該 切 替 ス イ ッ チ 等 を 高 速 で 動 作 さ せ て 、 正 常 な 伝 送 路 に 切 り 替 え る こ と
が 必 要 で あ る 。 こ の た め 、 回 線 切 替 の 設 計 が 大 変 難 し い と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 集 中
監 視 制 御 方 式 を 採 用 し て 各 伝 送 路 区 間 の 回 線 障 害 検 出 お よ び 各 切 替 ス イ ッ チ の 制 御 を １ カ
所 か ら 実 施 す る 場 合 に は 、 各 伝 送 路 区 間 に お け る 障 害 検 出 か ら 切 替 ス イ ッ チ 制 御 実 行 ま で
に 低 速 伝 送 路 を 使 用 す る た め 、 か な り の 応 答 時 間 を 要 す る と い う 課 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
な お 、 本 発 明 に 関 連 す る 公 知 の 刊 行 物 と し て 、 例 え ば 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ４ ２ １ ３ １ 号 公 報
、 特 開 ２ ０ ０ ２ － ８ ４ ２ ６ ２ 号 公 報 等 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 は 、 前 記 し た 従 来 技 術 の 課 題 に 基 づ い て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 各 伝 送
路 区 間 の 切 替 ス イ ッ チ の 切 替 動 作 が 高 速 で な く て も 、 無 瞬 断 の 信 号 を 受 信 端 に 伝 送 で き る
複 数 系 統 伝 送 方 式 を 提 供 す る こ と で あ る 。 ま た 、 他 の 目 的 は 、 回 線 切 替 の 制 御 部 の 設 計 を
簡 易 化 お よ び 低 コ ス ト 化 で き る 複 数 系 統 伝 送 方 式 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 し た 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 複 数 系 統 の 伝 送 路 を 介 し て 信 号 を 受 信 端 に 伝
送 す る 複 数 系 統 伝 送 方 式 に お い て 、 前 記 複 数 系 統 の 伝 送 路 の 各 伝 送 路 区 間 に 設 け ら れ た 伝
送 路 切 替 ス イ ッ チ と 、 前 記 受 信 端 に 設 け ら れ 、 前 記 複 数 系 統 を 伝 送 し て き た 信 号 が 入 力 す
る 無 瞬 断 切 替 装 置 と を 具 備 し 、 前 記 伝 送 路 区 間 に 障 害 が 発 生 し た 時 に 、 障 害 伝 送 路 区 間 の
受 信 端 に 向 か っ て 直 近 に 位 置 す る 伝 送 路 切 替 ス イ ッ チ が 健 全 な 側 の 伝 送 路 か ら の 信 号 を 次
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段 の 伝 送 路 区 間 の 複 数 系 統 に 分 岐 す る よ う に し た 点 に 第 １ の 特 徴 が あ る 。 こ の 特 徴 に よ れ
ば 、 各 伝 送 路 区 間 の 切 替 ス イ ッ チ の 切 替 動 作 が 高 速 で な く て も 、 無 瞬 断 の 信 号 を 受 信 端 に
伝 送 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 回 線 障 害 の 回 復 が 検 知 さ れ た 時 に は 、 前 記 伝 送 路 切 替 ス イ ッ チ に 制 御 信
号 を 送 り 、 前 記 障 害 伝 送 路 区 間 を 正 常 時 の 伝 送 路 区 間 に 戻 す よ う に し た 点 に 第 ２ の 特 徴 が
あ る 。 こ の 特 徴 に よ れ ば 、 障 害 回 復 後 に 、 前 記 伝 送 路 区 間 の 伝 送 路 を 再 度 独 立 し て 機 能 さ
せ る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 前 記 障 害 検 出 装 置 に よ る 障 害 の 検 出 方 法 お よ び 検 出 内 容 は 、 前 記 無 瞬 断
切 替 装 置 と は 無 関 係 に 設 定 で き る よ う に し た 点 に 第 ３ の 特 徴 が あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
さ ら に 、 本 発 明 は 、 前 記 伝 送 路 の 障 害 の 検 出 速 度 お よ び 前 記 送 路 切 替 ス イ ッ チ の 動 作 速 度
は 、 前 記 無 瞬 断 切 替 装 置 の 動 作 速 度 に 比 べ て 、 高 速 で あ る 必 要 が な い 点 に 第 ４ の 特 徴 が あ
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
該 第 ３ 、 第 ４ の 特 徴 に よ れ ば 、 回 線 切 替 の 制 御 部 の 設 計 を 簡 易 化 お よ び 低 コ ス ト 化 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 に 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 を 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 映 像
伝 送 路 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 に お い て 、 送 信 点 か ら 送 信 さ れ た 映 像 信 号 は 、 ２ つ の 独 立 し た 伝 送 路 １ お よ び ２ を 経 由
し て 受 信 点 に 伝 送 さ れ る 。 該 伝 送 路 １ お よ び ２ は 、 伝 送 路 区 間 ａ ， ｂ ， ・ ・ ・ ， ｎ か ら 構
成 さ れ て お り 、 例 え ば 該 伝 送 路 区 間 ａ は 、 第 １ 伝 送 路 １ ａ ， 第 ２ 伝 送 路 ２ ａ ， 第 １ 切 替 ス
イ ッ チ ３ ａ ， お よ び 回 線 障 害 検 出 装 置 ４ ａ か ら 構 成 さ れ て い る 。 他 の 伝 送 路 区 間 ｂ ， ・ ・
・ ， ｎ も 、 該 伝 送 路 区 間 ａ と 同 じ 構 成 に 作 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ２ は 、 前 記 第 １ ， 第 ２ ， ・ ・ ・ ， 第 ｎ 切 替 ス イ ッ チ ３ ａ ， ３ ｂ ， ・ ・ ・ ， ３ ｎ の 一 具 体
例 を 示 す 図 で あ り 、 各 切 替 ス イ ッ チ は 同 構 成 で あ る 。 今 、 伝 送 路 区 間 ａ に 注 目 し て 説 明 を
す る と 、 伝 送 路 区 間 ａ が 正 常 な 場 合 （ モ ー ド １ ） に は 、 後 述 す る 集 中 監 視 制 御 装 置 ６ か ら
の 制 御 信 号 １ １ に よ り 、 第 １ 切 替 ス イ ッ チ ３ ａ は 実 線 お よ び 点 線 で 示 さ れ て い る 接 続 を さ
れ 、 ２ つ の 独 立 し た 伝 送 路 １ ， ２ が 形 成 さ れ る 。 し か し 、 該 伝 送 路 区 間 ａ の 第 ２ 伝 送 路 ２
ａ に 回 線 障 害 が 発 生 す る と （ モ ー ド ２ ） 、 前 記 集 中 監 視 制 御 装 置 ６ か ら の 制 御 信 号 １ １ に
従 っ て 、 第 １ 切 替 ス イ ッ チ ３ ａ は 同 図 の 実 線 お よ び 点 線 で 示 さ れ て い る 接 続 が さ れ 、 正 常
な 第 １ 伝 送 路 １ ａ か ら の 映 像 信 号 が 次 段 の 伝 送 路 区 間 の ２ 系 統 に 分 岐 さ れ る 。 同 様 に 、 該
伝 送 路 区 間 ａ の 第 １ 伝 送 路 １ ａ に 回 線 障 害 が 発 生 す る と （ モ ー ド ３ ） 、 第 １ 切 替 ス イ ッ チ
３ ａ は 図 示 の よ う に 切 り 替 え ら れ 、 正 常 な 第 ２ 伝 送 路 ２ ａ か ら の 映 像 信 号 が 次 段 の 伝 送 路
区 間 の ２ 系 統 に 分 岐 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 実 施 形 態 で は 、 さ ら に 、 受 信 点 の 前 に 、 伝 送 路 区 間 ｎ か ら の 映 像 信 号 が 入 力 す る 無 瞬 断
切 替 装 置 ５ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 前 記 回 線 障 害 検 出 装 置 ４ ａ 、 ４ ｂ ， ・ ・ ・ ， ４ ｎ か
ら の 回 線 障 害 情 報 １ ０ を 集 中 監 視 し 、 前 記 切 替 ス イ ッ チ ３ ａ ， ３ ｂ ， ・ ・ ・ ， ３ ｎ に 制 御
信 号 １ １ を 送 る 集 中 監 視 制 御 装 置 ６ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
前 記 回 線 障 害 検 出 装 置 ４ ａ 、 ４ ｂ ， ・ ・ ・ ， ４ ｎ は 、 各 伝 送 路 区 間 に お け る 伝 送 路 の 障 害
を 検 出 す る 。 例 え ば 、 伝 送 路 に 特 有 の 障 害 、 例 え ば 映 像 信 号 の 同 期 ロ ス 、 フ レ ー ム ロ ス 、
ま た は 警 報 転 送 情 報 な ど に 基 づ い て 、 回 線 障 害 状 況 を 監 視 す る 。 前 記 集 中 監 視 制 御 装 置 ６
は 、 該 回 線 障 害 検 出 装 置 ４ ａ 、 ４ ｂ ， ・ ・ ・ ， ４ ｎ か ら 送 ら れ て く る 回 線 障 害 情 報 を 集 中
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監 視 し 、 回 線 障 害 の 発 生 が 認 め ら れ た 場 合 に は 、 該 回 線 障 害 が 発 生 し た 伝 送 路 区 間 の 切 替
ス イ ッ チ に 対 し て 、 そ れ 以 降 の 伝 送 路 に 対 し て 、 健 全 な 系 統 の 信 号 を ２ 分 岐 す る よ う に 制
御 信 号 １ １ を 送 る 。 当 該 切 替 ス イ ッ チ は 、 該 制 御 信 号 １ １ を 受 け 取 る と 、 該 制 御 信 号 に 基
づ い て 図 ２ に 示 し た よ う に 動 作 し 、 回 線 を 切 り 替 え る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
次 に 、 本 実 施 形 態 の 動 作 を 説 明 す る 。 各 伝 送 路 区 間 ａ ， ｂ ， ・ ・ ・ ， ｎ の 各 第 １ 、 第 ２ 伝
送 路 に 障 害 が な い 場 合 に は 、 各 切 替 ス イ ッ チ ３ ａ ， ３ ｂ ， ・ ・ ・ ， ３ ｎ は 図 ２ の モ ー ド １
で 示 さ れ て い る 接 続 を 行 い 、 送 信 点 か ら 送 信 さ れ た 映 像 信 号 は 、 ２ つ の 独 立 し た 伝 送 路 １
お よ び ２ を 経 由 し て 無 瞬 断 切 替 装 置 ５ お よ び 受 信 点 に 伝 送 さ れ る 。 該 無 瞬 断 切 替 装 置 ５ は
、 周 知 の よ う に 、 健 全 な 側 の 伝 送 路 を 選 択 し て 出 力 す る 。 も し 伝 送 路 １ ， ２ の い ず れ か 一
方 の 系 統 の 回 線 に 回 線 障 害 が 発 生 し た 時 に は 、 無 瞬 断 で シ ー ム レ ス に 他 方 の 健 全 な 系 統 に
回 線 の 切 替 が 実 施 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
さ て 、 図 １ に 示 さ れ て い る よ う に 、 例 え ば 伝 送 路 区 間 ｂ の 第 ２ 伝 送 路 ２ ｂ に 回 線 障 害 ７ が
発 生 し た と す る と 、 無 瞬 断 切 替 装 置 ５ は 無 瞬 断 で 伝 送 路 １ を 選 択 す る と 共 に 、 回 線 障 害 検
出 装 置 ４ ｂ は 該 回 線 障 害 を 検 出 し 、 回 線 障 害 情 報 １ ０ を 集 中 監 視 制 御 装 置 ６ に 転 送 す る 。
集 中 監 視 制 御 装 置 ６ は 、 該 回 線 障 害 情 報 １ ０ を 受 信 す る と 、 伝 送 路 区 間 ｂ に 回 線 障 害 が 発
生 し た こ と を 認 識 し 、 切 替 ス イ ッ チ ３ ｂ に 対 し て 制 御 信 号 １ １ を 送 出 す る 。 こ の 結 果 、 切
替 ス イ ッ チ ３ ｂ は 該 制 御 信 号 １ １ に 従 っ て 前 記 モ ー ド ２ の 動 作 を し 、 第 １ 伝 送 路 １ ｂ か ら
の 健 全 な 映 像 信 号 が 次 段 の 伝 送 路 １ と ２ の 両 方 に 接 続 さ れ 、 一 方 第 ２ 伝 送 路 ２ ｂ か ら の 不
健 全 な 映 像 信 号 は 該 伝 送 路 ２ か ら 切 り 離 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
明 ら か な よ う に 、 切 替 ス イ ッ チ ３ ｂ は 無 瞬 断 切 替 装 置 ５ に 比 べ て 、 遅 く 動 作 す る が 、 受 信
点 に は 健 全 な 映 像 信 号 が 継 続 し て 供 給 さ れ る 。 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 で は 、 回 線 障 害 検 出
装 置 ４ ｂ の 回 線 障 害 検 出 速 度 お よ び 切 替 ス イ ッ チ ３ ｂ の 動 作 速 度 は 高 速 で あ る 必 要 が な い
。 し た が っ て 、 各 伝 送 路 区 間 ａ ， ｂ ， ・ ・ ・ ， ｎ の 回 線 切 替 は 、 高 速 性 よ り 確 実 性 に 重 点
を お い て 設 計 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 障 害 発 生 区 間 以 外 の 伝 送 路 区 間 で は 、 ２ 経 路 の 伝 送 路 を 有 効
に 活 用 す る こ と が で き 、 回 線 稼 働 率 の 低 下 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
次 に 、 回 線 障 害 検 出 装 置 ４ ｂ が 回 線 障 害 の 回 復 を 検 知 し た 時 に は 、 回 線 障 害 復 旧 情 報 １ ０
が 集 中 監 視 制 御 装 置 ６ に 送 ら れ 、 該 集 中 監 視 制 御 装 置 ６ が 障 害 が 復 旧 し て い る と 判 定 し た
時 は 一 定 の 時 間 後 に 切 替 ス イ ッ チ ３ ｂ に 対 し て 、 伝 送 路 ２ 系 統 が 独 立 し て 機 能 す る た め に
元 に 戻 す よ う に 、 前 記 モ ー ド １ の 制 御 信 号 １ １ を 送 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
本 実 施 形 態 の 伝 送 路 １ 区 間 １ 系 統 の 信 頼 度 を Ｒ ｌ ｉ ｎ ｅ と す る と 、 伝 送 路 １ 区 間 当 た り の
信 頼 度 Ｒ は 、 Ｒ ＝ １ － （ １ － Ｒ ｌ ｉ ｎ ｅ ） ２ と な り 、 さ ら に 伝 送 路 全 体 の 信 頼 度 は Ｒ ｓ ｕ

ｍ は 、 Ｒ ｓ ｕ ｍ ＝ Ｒ ｎ と な る 。 し た が っ て 、 本 実 施 形 態 の 伝 送 路 全 体 の 信 頼 度 Ｒ ｓ ｕ ｍ は
、 図 ４ の 伝 送 路 全 体 の 信 頼 度 Ｒ ’ ｓ ｕ ｍ と 同 じ に な る 。 換 言 す れ ば 、 本 実 施 形 態 で は 、 従
来 の 伝 送 路 全 体 の 信 頼 度 と 同 じ 信 頼 度 を 確 保 し な が ら 、 回 線 切 替 の 制 御 部 の 設 計 に 余 裕 を
与 え る こ と が で き 、 該 設 計 の 簡 易 化 、 低 コ ス ト 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 前 記 無 瞬 断 切 替 装 置 ５ が 、 例 え ば 映 像 信 号 ベ ー ス バ ン ド に 特
有 な 同 期 ロ ス 、 フ レ ー ム ロ ス 、 フ リ ー ズ な ど の 障 害 を 検 出 す る の に 対 し て 、 前 記 回 線 障 害
検 出 装 置 ４ ａ 、 ４ ｂ ， ・ ・ ・ ， ４ ｎ は 伝 送 路 に 特 有 の 同 期 ロ ス 、 フ レ ー ム ロ ス 、 あ る い は
警 報 転 送 情 報 な ど に 基 づ い て 回 線 障 害 を 検 出 す る の で 、 該 回 線 障 害 検 出 装 置 に よ る 障 害 の
検 出 方 法 お よ び 検 出 内 容 は 、 無 瞬 断 切 替 装 置 と は 無 関 係 に 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
な お 、 本 発 明 は 、 冗 長 系 を 構 成 す る 映 像 伝 送 ネ ッ ト ワ ー ク 、 ス タ ジ オ 設 備 、 あ る い は 一 般
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の デ ー タ 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 等 に 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の 説 明 か ら 明 ら か な よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 各 伝 送 路 区 間 の 切 替 ス イ ッ チ と 受 信 端
の 無 瞬 断 切 替 装 置 と を 組 み 合 わ せ た の で 、 該 切 替 ス イ ッ チ の 切 替 動 作 が 高 速 で な く て も 、
無 瞬 断 の 信 号 を 受 信 端 に 伝 送 で き る よ う に な る 。 ま た 、 こ の た め 、 回 線 切 替 の 制 御 部 の 設
計 に 余 裕 を 与 え る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 伝 送 路 区 間 に 障 害 が 発 生 し た 時 に は 、 該 障 害 伝 送 路 区 間 の 受 信 端 に 向 か っ て 直 近 に
位 置 す る 伝 送 路 切 替 ス イ ッ チ が 健 全 な 側 の 伝 送 路 か ら の 信 号 を 次 段 の 伝 送 路 区 間 の 複 数 系
統 に 分 岐 す る よ う に し た の で 、 該 伝 送 路 切 替 ス イ ッ チ 以 降 の 区 間 に お い て も 複 数 系 統 の 伝
送 路 が 確 保 さ れ 、 回 線 稼 働 率 の 低 下 を 防 止 す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 、 回 線 障 害 の 回 復 が 検 知 さ れ た 時 に は 自 動 的 に 正 常 時 の 伝 送 路 区 間 に 戻 さ れ 、 各 伝 送
路 区 間 の 複 数 系 統 が 独 立 し て 機 能 す る よ う に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 構 成 を 示 す シ ス テ ム ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 形 態 の 切 替 ス イ ッ チ の 機 能 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 シ ス テ ム の 一 例 を 示 す シ ス テ ム ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 シ ス テ ム の 他 の 例 を 示 す シ ス テ ム ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ， ２ ・ ・ ・ 伝 送 路 、 １ ａ ， １ ｂ ， ・ ・ ・ ， １ ｎ ・ ・ ・ 第 １ 伝 送 路 、 ２ ａ ， ２ ｂ ， ・ ・ ・
， ２ ｎ ・ ・ ・ 第 ２ 伝 送 路 、 ３ ａ ， ３ ｂ ， ・ ・ ・ ， ３ ｎ ・ ・ ・ 切 替 ス イ ッ チ 、 ４ ａ ， ４ ｂ ，
・ ・ ・ ， ４ ｎ ・ ・ ・ 回 線 障 害 検 出 装 置 、 ５ ・ ・ ・ 無 瞬 断 切 替 装 置 、 ６ ・ ・ ・ 集 中 監 視 制 御
装 置 、 １ ０ ・ ・ ・ 回 線 障 害 情 報 、 １ １ ・ ・ ・ 制 御 信 号 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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